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1. 研究の背景 
1.1 「日本語プログラミング言語」とは 
日本人のプログラマは，日本語で表現された仕様を渡
され，その仕様をプログラムとして実装する。 
その実装したプログラムにおいて，日本語が現れること
はほとんどない。よって，プログラマは，図 1に示したよう
に，日本語である仕様を渡されると，日本語の仕様を，
日本語の現れないプログラムに変換することになる。 
この変換の手間を解消すると考えられるのが，「日本語
プログラミング言語」である。 
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図 1.日本語プログラミング言語を使用する利点 
しかし，日本人にとって利点のあるはずの日本語プロ
グラミング言語は，日本であまり普及していない。その理
由は，従来の日本語プログラミング言語は，初心者のた
めに小さなプログラムを作るための簡単な機能しか備え
ていないものが多かったためである。大規模な構造を持
っているプログラムは，オブジェクト指向によって設計と
管理が行われるのが現実的である。 
よって，日本語プログラミング言語が普及するためには，
オブジェクト指向プログラミングに対応することで，大規
模なプログラムが現実的に作成できることを示す必要が
ある。 
1.2日本語プログラミング言語「プロデル」 
そこで，オブジェクト指向に対応した日本語プログラミン
グ言語が，筧研究室で研究されている「プロデル[1]」で
ある。プロデルは，オブジェクト指向で，「オブジェクトの
動作」を表すメソッドの「日本語らしさ」について，特に力
を入れている。このメソッドの日本語らしさを，「アドレス
帳に電話番号を加える」というメソッドを例にとって，どの
ような手法で表現しようとしているかを示す。 
1.2.1分かち書きしない 
 プロデルでは，分かち書きを行わない。分かち書きと
は，多くのプログラミング言語で見られる，単語や文節ご
とに区切り記号を入れて書くことを指す。分かち書きを行
ったメソッドの例を，リスト 1に示す。分かち書きをした
日本語のプログラムは，リスト 1の例のように日本語ら
しさが少なくなる。分かち書きしない日本語プログラミン
グ言語として，「まほろば[2]」，「TTSneo[3]」，「なでしこ
[4]」，「言霊[5]」などが挙げられる。 
 
 
1.2.2後置記法 
 プロデルは，後置記法でメソッドを呼び出す。ここで
いう後置記法とは，メソッド呼び出しの最後にメソッド名を
書くことを指す。多くのプログラミング言語では，メソッド
名を先に書き，引数にかっこを付けて後に書く前置記法
を採用している。前置記法の例をリスト 2に示す。前
置記法で書かれたメソッドは，リスト 2の例のように日
本語らしさが少なくなる。後置記法の日本語プログラミン
グ言語として「Mind[6]」や「なでしこ」などが挙げられる。
また日本語プログラミング言語ではないが，後置記法に
より日本語らしさを取り入れた言語として「ドリトル[7]」が
挙げられる。 
 
 
1.2.3助詞の採用 
 1.2.1と1.2.2を同時に実現する方法として，プロデル
が取り入れたのが，日本語の助詞である。助詞を取り入
れてメソッドを書いた例を，リスト 3に示す。助詞を取り
入れることで，分かち書きをせず，かつ後置記法のメソッ
ドを書くことができるようになった。 助詞は，日本語プロ
グラミング言語「Mind」にも採用されている。 
 
 
2本研究の目的 
2.1オブジェクト指向日本語プログラミングの問題点 
 実際に筧研究室で研究されているプログラミング言語
「プロデル」により，オブジェクト指向プログラミングを行っ
てみた。 オブジェクト指向での仕様からのモデルの設
計には，UML[8]を使用した。しかし，仕様とプログラムが
日本語でも，UML の特にクラス図が日本語らしくなくな
ってしまうことに気付いた。 図 2に，一般的なクラス図を
作成するツールで作成された日本語らしくないクラス図
の例を示す。図 2のクラス図は，分かち書きと，後置記
法によって書かれている。 
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図 2.日本語らしさのないクラス図の例 
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リスト 1.分かち書きで書かれたメソッドの例 
リスト 2.前置記法で書かれたメソッドの例 
リスト 3.助詞を取り入れて書かれたメソッドの例 
 2.2問題点の解決法 
  クラス図の記述も，日本語らしく書けるようにするべき
である。具体的には，先ほどプロデルがメソッドの日本語
らしさを表現するための「助詞」を，クラス図にも取り入れ
るべきであると考えた。図 2のクラス図を，助詞を取り入
れて書いたものが，図 3のクラス図である。 
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図 3.日本語らしさを取り入れたクラス図の例 
3解決法を実装し，作成したツール 
今回作成したのは，助詞を取り入れた「クラス図作成ツ
ール」である。助詞を取り入れたメソッドを書けるようにす
ることで，日本語らしいクラス図が書ける。このツールの
実装手法と，このツールを実装した結果，オブジェクト指
向の日本語プログラミングの問題点を解決できるというこ
とを示す。 
 3.1 作成手法 
助詞を取り入れるために，普通のクラス図の作成ツー
ルとは，構造を変えなければならない。助詞は，レシー
バと引数の一つ一つが持つ。また，日本語として正しく
助詞を使うために，二つの機能を用意した。 
一つ目は，一つのメソッドの持つ助詞を入れ替える機
能である。たとえば，「Aから Bに」という文を，「Bに Aか
ら」と変えることをしても，日本語の意味は同じである。よ
って，助詞を入れ替える機能が必要であると判断し，実
装した。 
二つ目は，助詞の正しい組み合わせを推奨する機能
である。たとえば，助詞「から」を二つ持つ，「A から B か
ら」という文を作ることは，推奨されない。しかし，助詞を
持つ日本語プログラミング言語でも，助詞の扱いには違
いがあるので，あくまで推奨するにとどめた。 
作成したツールの全体像と，クラス図表示画面を，図 
4に示す。 
 
図 4.作成したツールの全体像と，クラス図表示画面 
 3.2実際に使用してみる 
  作成したツールを使用し，オブジェクト指向プログラミ
ングを行った。図 5に示すのが，仕様の一部である。図 
6に示すのが，その仕様からクラス図作成ツールにより作
成したクラス図の一部である。図 7に示すのが，日本語
のプログラムの一部である。 
図 5にある「名前で在庫を検索する」というメソッドが，
クラス図である図 6，日本語プログラムである図 7にも現
れることがわかる。 
 
図 5.仕様の一部 
 
図 6.図 5の仕様から作成したクラス図の一部 
 
図 7.図 6のクラス図から作成された日本語プログラム 
4.まとめ 
 目標は，日本語プログラミング言語にとって，オブジェ
クト指向を取り入れることで，より「日本語らしく」プログラ
ムを書ける環境を整えることであった。今回の研究では，
日本語プログラミング言語でのオブジェクト指向プログラ
ミングの問題を発見し，それを解決する方法を考え，実
装した。これにより，日本語の仕様と日本語プログラミン
グ言語の橋渡しを行うことができたと考えられる。 
よって，今回の研究は，もともとの目標である，日本語
プログラミングにオブジェクト指向を取り入れること，ひい
ては日本語プログラミング言語の普及に，貢献できたと
思われる。 
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